
平成20年度経営方針

日本海信用金庫の平成20年度上半期（平成20年4月1日～9月30日）における

経営情報について、お知らせします。

１.「日本海信用金庫ブランド」の確立
●顧客満足度（ＣＳ）の向上
●社会的責任（ＣＳＲ）への対応
●法令遵守（コンプライアンス）の徹底
●セキュリティー対策（顧客情報）の強化

２.「絆の経営」の実践
●地域再生、活性化への積極的な支援
●地域課題解決への協力
●地域産業再生への支援
●魅力ある商品、サービスの開発

３.リスク管理体制の強化とガバナンスの向上
●バーゼルⅡ及び統合的リスク管理への適切な対応
●内部統制機能の整備及びガバナンスの向上
●不祥事件未然防止の体制強化

４.リテール戦略の推進及び目標管理の徹底
●重点３項目　　給振　年金　ローン
●家計取引のメイン化
●預り資産の増強
●目標管理の徹底

日本海しんきん
半期開示レポート

 

金利リスクに関する事項 トピックス
　銀行勘定における金利リスクは、金融機関の保有する資産・負債のうち、市場金利に影響を受けるもの（例：貸出
金・有価証券・預け金等）について、金利変動により発生するリスク量をみるものです。当金庫の平成20年9月末の金
利リスク量は、過去5年間の金利変動データに基づき統計処理（99%タイル値）によって求められた金利変動幅を使
用した場合、1,355百万円となりました。
　なお、要求払預金（普通預金、当座預金等）の金利リスク量は、明確な金利改定間隔がありません。お客様の要求
によって随時払い出される要求払預金のうち、引き出されることなく長期間金融機関に滞留する預金をコア預金と定
義し、当金庫では、要求払預金の50％相当額を期間帯「1年超3年以内（平均2.5年）」に全額置き、リスク量を算定し
ています。

○平成20年11月1日に浜田市黒川町の浜田食品市場内（プリル前）にATMを新設オープンいたしました。
お仕事帰りやお買い物のついでにご利用ください。

○平成20年11月4日に日本海信用金庫本店営業部内に「ゆったり相談コーナー」を新設オープンいたしました。
　「投資信託・保険商品・年金・住宅ローン」に関する、ご質問、ご相談、ご要望を承ります。
お気軽におたずねください。

地域貢献等

日本海しんきんビジネスクラブ
新入社員研修

平成20年度上半期業績のご報告

せがれ塾研修（ウラジオストク視察）

国府海岸クリーン作戦参加 江の川まつり参加

※本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てております。また、本資料に掲載する計数は、監査法人の監査を受けておりません。

平成19年度

895
平成20年9月末

1,355金利ショックに対する損益・経済価値の増減額

（単位：百万円）



損益の状況 
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　日本海しんきんは、毎期「金融検査マニュアル」等に基づき、厳格な自己査定を実施し、積極的な不良債権処理
を行っております。不良債権に対する保全には貸倒引当金を計上する等万全を期しております。なお、9月は仮決
算ということで仮自己査定を行っております。
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　地域のお客様のご支援により、預金は前年同月比162百万円増加の87,853百万円と堅調に推移しました。貸

出金は地域経済の活性化に積極的に取り組んでまいりましたが、前年同月比659百万円減少の50,312百万円と

なりました。

預金・貸出金残高推移

平成19年9月末 平成20年3月末 平成20年9月末

貸出金業種別内訳

　日本海しんきんは、地域金融機関としてお客様からお預かりした資金を、地元の皆様に幅広くご利用いただい

ています。また、特定の業種やお客様に偏ることのないように留意するとともに、小口多数取引の推進に努め、貸

出金資産の健全性を維持、向上していきたいと考えています。

　業種別残高構成比では、個人が28.44%で最も多くなっています。

　平成20年9月末は、業務純益59,918千円、経常利益55,093千円、当期純利益99,910千円と安定した収益を
あげております。
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※ 「業務純益」および「コア業務純益」は決算速報ベースで記載しております。
※ 「△」は業務純損失、経常損失、当期純損失です。     
※ 信用金庫においては中間決算を義務づけられておりません。     
※ 平成19年9月末及び平成20年9月末は期初から6ヶ月間の実績値です。    

（単位：千円）

自己資本比率について
　自己資本比率とは、金融機関が保有する資産に対する自己資本の割合をいいます。金融機関の健全性・安
全性といった基礎体力を見るうえで、代表的かつ重要な指標となっています。
　日本海しんきんの自己資本比率10.10%は国内基準4%を大きく上回っており、安心してお取引していただける
信用金庫です。

平成20年9月末

平成20年3月末

平成19年9月末

単位：百万円・％ 

不良債権への取り組み状況について 

注）1　「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の
事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

2　「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経
営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可
能性の高い債権です。

3　「要管理債権」とは、「3ヶ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。
4　「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、
上記以外の債権をいいます。

5　「金融再生法上の不良債権」における「貸倒引当金」には、正常債権に対する一
般貸倒引当金を除いて計上しております。

有価証券の時価情報 

●金融再生法開示債権及び開示債権比率

棒グラフ………金融再生法開示債権額（単位：百万円）
折れ線グラフ…開示債権比率（単位：％）
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●満期保有目的の債券で時価のあるもの 

●金融再生法開示債権及び同債権に対する保全状況

国　　　　　　　債 
地　　　方　　　債 
社　　　　　　　債 
そ　　　の　　　他 
満期保有目的の債券 

●その他有価証券で時価のあるもの 

●時価のない有価証券の主な内容および貸借対照表計上額 

（注）上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です 

※ 平成20年9月末の数値は、本決算と同様の処理を行ったものとして計上しています。

その他の証券
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